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彗　星　だ　よ り

　前號の本誌第590：頁に記し7こコ・マス・ソ

ラ氏獲見の新彗星（1926f）について［1，

十一月十五日に中央局7こるVペンパー
グン天丈憂から二度目の電報が來ブこ．

（BULLETIN第93號，）此の電丈［i

　COMET　COMASS（ノ1．A　PARABGLA
　MAY　14333・）　06248　05715　02457　175・　41

　46294　．DERIHELTON　1927　EBELL

　VINTERHANSEN
早いふのであって・珍らしく此れに軌首

要素な報告してよこしすこものである・即

ち諮れた講iするs

　『コマスソラ彗星の軌道ば三物線で，

　近日黙通過匡1927年5月14日333（萬
　虚無）

　近日黙の引数匡
　　　　　　　620　4S，

　昇交黙の黄経匡
　　　　　　　57　15

　軌直面の傾斜角匡

　　　　　　24　57r
但し春分黙1926．0ので

　逝三日黒占の星巨離に

　　L7541（天文軍位）

　此の軌渣要素の計算
　　者ii　Ebe11．氏

　電報獲信者匡コペン

　　ハーゲンのブイン

　　高評ハンh“ン氏』

電：二二中tこある検査Ptrk

46294i工女導く　合ってみ

るから，上記の数値：に

誤り1工無い・

四＼ノ・

定なる・此れな星圖に書いて見る亡，彗

星臨1926年の十一月　pP　tt，くぢら座の

東北部な逆行してみるが，十二月の初め

に撰つじ座へ北上し，1927の一月元旦頃

に黄遣た北へ横切り・同時に毎日の蓮動

は順行i：agじ・其の御弍徐々に東北へ遙

みつ㌧・火星のあεた追って行く筈であ

る・三月十日ににべルセ座に入り，四月

中旬にば更に進んでぎょし簿座に入る．

此の期間，常に日澱後の西天為賑はすこ

寮なる・地球への距離li十二月十日頃
が最近で・其の後（t少しつつ遠ざかるけ

れ浩太陽ざ彗星tの距離lt五月十四日
まで漸i欠近づく筈であって，結局，彗星

の光輝it五月中旬まで，極めて僅かつつ

・
⊥
一齢／

　
　
　
　
／

り
一
7
　
　
　
　■

　　

宦
D

圓

ー
ー
榎

　
　
　
、

　
逃
④
月
曽

　
　
、

　
　
、

　
　
歳

　
、

ぎ
ょ
し
ぞ　
　
軋

7
．

、、
宣
百

、
商
噸

　
＼

二
訂
青
＼
　
5
、

　
　
蔑
　
　
，
、

　
　
、
　
　
　
噛
欝

＼
蚤
＼
峰

　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　　
@　
@　

＼ 「
　
　
一

　
　
　
　
＼

　
乙
　
「

　
セ
月
　
、

て
針
、

　
、
邊
ξ
〆

・
　
＼
　
・
f
首
？
二
6

＼
レ
囲

遡γア

　此の軌道要素によって京都の山本教授

力斗今後の彗星」位置秘計算：しナこ所1こよる

ミ，（精しくtt出盛プvテン第93號な見
よ），大口町ぱ

日附（萬國時）　赤経　　　赤緯　　光度

　年　月　　日　　h　m　s
エ92611工5．52468十7010．’211．8
　　12　13．5　2　20　9

1927　110．5　2　ll　55

　　2　・’i”．5　228　13

　　3　7．5　3　7　53

　　44．54工047
　　5　2．5　536　18

十10　O．6　11．6

十14　36．6　11．5

十20　36．5　ll．4

十27　25．2　］1．3

十34　4．8　ll．3

十38　50．0　IL：・1

コ
マ
入
ソ
ラ
誉
星
置
行
三
三

でばあるが槍して行く・そして近日黙通

過頃にに十一等級ぐらみになる見込みで

ある．（途中で急貢するこtが無けれじ二）

赦に10センチ以下の屈折望遠鏡でぱ観測

に困難であらうが，反射鏡ならば15セン

チ以上の好配のもので見える筈・一一一一亡，

にかく，批頃多数の彗星が嚢見される中

1：も，近日黙通過の日より160日も前［：

i獲見され7このliSl可なり珍らしい例であ

る・尤も

　1910年のノ、レ’イ星力s近日黒占より　も220

　日前に，
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　ユ912年のチツ7i彗星［弼40日前に

　1914・年のデラヅン彗星じ工300日前に

心見されブこビいふ例が無いで11無いが．

多分此のコマスソラ彗星ば1927こ口年宋

頃まで観測されるであらう・

◎さ9（：エ925kの彗星くピ外見しt：」4’Jレク

氏（ボーランド國〃ラコヰ大學天為墓の）

lt，去る玉923年九月一日21時46分（萬國

時）に

　赤経15h53．皿2赤経＋3。5’（1855年の

分占）の位置に彗星らしいものな一つ見

付け評定いふ電報が隊洲の或る．天文豪に

（t迭られすご・星の光度li6。0等だつ7こミい

ひ，又，之れに4分時間に1。づっ東へ
蓮動してみすこ亡いふ報皆なので，聞いナこ

人に皆驚い7：が，其の後何の報告も無い

ので，多分之れ，1ち何かの誤りか，又に

一流星の破片か，：或ば極光の一片であっ

ナこのかも知れない・（ちt古い話であろ

が，1916年五月四日にもペライン教授7こ

ちが，僅か数時間の間，天に同様な奇怪

なもの々科すこitいひ，ミスEグランシー

に軌蓮計算までmpつ7ここビがあっナこけれ

ε・，apii［り，誰も其の後之れ馬込なかっ

すこので，翻れが本統の天主であっナこか否

かは今だに鋼明しないま、になってみ
る・）

◎ニウツミン彗星，（1916　II）が近づV’て

來ナこ筈なので，「今にも誰かにi隻見され

ろだらう」t，各國の學者［i期待してみ

る．』島の彗星に1916年二月24日にロシ

アのニウ」’ミン（Neujmin）氏が獲酷し轟

もので，同年の六月まで襯測が行にれ，

其の結果，週期5．湖山の彗星であろこt

が知れすこ・1921年にぱ，地球定の位：置の

都合上，獲見されなかつ距が・琵度艮観

測に都合悪くないから外見に可能性が多

い．東京の紳田氏からの報知によれ1ゴ，

近日黙通ra［t多分1927年一月入日らしく

其の豫想位置は，去る十一一一・月頃にしS

座，同十二月に艮おとめ座に入り，1927

年一月中，スピカ星の附近か西西南へ順

行中である．坦し，光度ti12等級の程度

であろから，60センチ以上の反射鏡で無

けれ！ゴ潮望に困難であらう・

◎近着幸艮によればニウ＃y’ミン圭集星ば獲見

されナこ．獲見者ば又ニウツミン氏，場所

（tロシア國シメイス天文嘉．時1工1926年

十一月五日1畔37．9分（萬湯煎）・星口：

赤経10h10m56s赤緯十18。29’分黒占1926・0

光度ii14・5・但し急激に轡酷しつつある．

近日黙通過［工玉927年一月16・5日（萬國時）

に近い．本會プVテン第盤號な見られよ・

清　息　E　雑報

O木星の四衛星の攣光来國で天

禮光度測定の大家工Stebbins（ステビン

ス氏一ヰスコンシン大鳥天丈墓長）氏

が，1926年の夏，ヵ））フナニァのリク天

丈壷に潜在し精密な光電光度計（Pho－

toelectric　photometer）で観測し7：　tころ

によるミ，木星の四つのガ可ソナ衛星に

何れも多少の愛光星であって・其の攣光

週期に公訴週期定等しいものらしい・即
ち，

　　衛星　　　週　期　　憂光の範國

　　1　　　1．77日　　0．24級

　　2　3．55　O．30

　　3　7．17　O．13
　　4　16．75　O．10
又，位相によう燈光に

　第2衛星に　位相角10につき0．13等級

　第3衛星同　 α13

　第4衛星同　 0・25

　第1衛星　　（齪測不充分）

しかるに

　我が月lt　位相角10（tつき　O．11ge級

であろ・要ずる｛：thの四つの衛星it種々

の黒崎に於いて月S同僚のものらしい・
（Pub．　A．　S．　？．　225）


